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【研究の目的】 
 環境法政策に関して広く国際比較研究を行う。特に、日米欧の比較研究が中心になるが、研究の拡が
りに応じて、アジア諸国との比較も行いたい。 
 
【研究活動及び成果】 
 2021年度は、下記のとおり、研究会をオンラインにて開催し、環境法政策について比較法の観点から
検討した。 
口頭発表 

2021年5月 8日 小林  寛「船舶油濁損害賠償・補償責任の構造―船主責任制限法と海洋汚染防止法
の連関―」 

2021年7月31日 牛嶋  仁「アメリカ気候変動訴訟の動向」 
2021年9月18日 草薙 真一「米国におけるスマートメーターの法的位置づけ～利便性追求とプライバ

シー保護の相克～」 
2022年1月29日 早川 有紀（関西学院大学法学部准教授・UCバークレー校在外研究中）「カリフォ

ルニア州における太陽光パネルリサイクルに関する規制：EUとの比較
から」 
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